
事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 特定非営利活動法人有明海ぐるりんネット 

２ 事 業 名 称 嘉瀬川ぐるケン 

３ 実 施 日 時 平成２４年３月１１日 

４ 実 施 場 所 石井樋公園さが水ものがたり館（佐賀市大和町尼寺） 

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に 
計画策定から３９年の時間を経て完成する嘉瀬川ダムの竣工にあわせて、嘉瀬川とそ

の流域、さらに最下流部に当たる有明海の知識を再確認することで、嘉瀬川の森から海
までの地域に愛着を持ってもらうことを目的として嘉瀬川検定試験を実施することと
し、貴協会に事業支援の申請（申請名：「嘉瀬川ぐるケン」）を行い、認めて戴きました。
企画の段階で，これまで継続した有明海検定試験との切り分けが困難との判断に至り、
嘉瀬川検定試験と有明海検定試験を同日、同会場で開催することとし、「嘉瀬川検定＋
有明海検定 ２０１１」と命名しました。 
嘉瀬川検定試験は、3択問題 100 問で、60 点以上を初級合格者としたが、問題が難し

かったのか、受験者の準備不足か、受験者 5名中、合格者は 3名のみであった。有明海
検定は前年度に初級合格者に中級受験資格を、中級試験合格者に上級受験資格を与える
と公表していた。3 択問題 100 問中、初級受験者は 60 点以上、中級受験者は 80 点以上
が合格との採点基準で採点を行ったところ、初級受験者で 90 点を超す解答が続出した
ので、初級受験者であっても、80 点以上獲得した 3名の受験者には有明海検定試験中級
に認定を行った。有明海検定上級を受験された方の点数は 93 点で、問題を作成した当
事者が驚くほどの成績であったので、敬意を表して、「有明海検定マスター」の称号を
贈ることとした。 
嘉瀬川検定初級に合格した 3 名及び有明海検定中級 4 名、マスター1 名に、ホルダー

に入れた認定証と記念の賞品を郵送した。賞品には、記念となる文房具の他に、有明海
ぐるりんネット会員で有明海及び嘉瀬川の風景を撮り続けている北村和秀氏の写真を
ジグソーパズルに加工したものをつけた。 
また、今後の嘉瀬川検定＋有明海検定の広報活動に用いるため、サガテレビの関連会

社で 2年前に作成してもらっていた「ビデオ有明海クイズ検定」（12 問構成）を 30 枚ダ
ビングして戴いた。佐賀市立図書館、生涯学習センター、公民館等に配布予定である。

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施効果） 
今回の事業で作成した嘉瀬川検定試験三択式問題 250 問は、試験問題ともに、解説を

付け加えて回答もホームページ上に公開しました。ホームページには多くの方がアクセ
スされ、問題と解答をダウンロードされたことが分かっています。「問題数が多く、検
定試験を受けるには相当量の勉強が必要なので、今回は受験を断念しました」との言葉
を聞きました。当初の目的であった、「知ることをきっかけに、より深く知る」手段と
しては成功したと考えています。土木事業、特にダム事業に対する謂われの無い中傷を
乗り越えるためには、故郷の川に対する愛着と人々の暮らしに支える水利施設に対する
正確な知識を伝える努力を継続して行う必要があります。 

総人数                          ２１名 

（１）主催者参加                            ８名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                    １３名 
６ 参 加 内 訳 

（３）外国人参加（（１）を除く）               ０名 

７ 今 後 の 方 針 

有明海検定試験は問題を作成して 4年が経過するので、問題及び解答の不備はほとん
ど見られなくなったが、今回作成した嘉瀬川検定試験問題には、まだ誤った箇所、記述
が必ずしも適当でない箇所がいくつか見られます。検定試験を行うからには、精度の高
い試験問題となるよう、推敲が必要です。 
今回の最大の反省点は，チラシ作成、マスコミ広報等で十分に広報を行ったと思って

いたにもかかわらず、嘉瀬川検定試験の受験者が少なかったことにつきます｡嘉瀬川と
その流域に詳しい専門家が問題作成に当たったため、問題が細部に入りすぎ、知的興奮
をもたらさなかったものと思われます。受験者が知的興奮を憶えるような嘉瀬川の魅力
を我々自身が十分に摑まえ切れていないと考えざるを得ません。嘉瀬川に対する思いの
詰まった問題にブラッシュアップしていく必要を感じています。 
今回の事業実施で、嘉瀬川の魅力、面白いと思えることを収集し、蓄積することがで

きました。我々がこれらの魅力を伝えたい主な対象は次世代を担う子供達です。次年度
は、今回用いた試験問題の中から、本当に子供に伝えたい事象を精選し、「嘉瀬川＋有
明海クイズ」（仮称）に関する小冊子を作成しようと考えています。幸いにも他の公益
機関から支援を受けることができましたので、24 年度中には実現することができそうで
す。 
今回実施した「嘉瀬川検定＋有明海検定」試験は、ＮＰＯ法人有明海ぐるりんネット

と、ＮＰＯ法人嘉瀬川交流軸の共催で、平成 24 年度も自主事業として継続して実施す
る予定です。 
貴協会からの支援により、嘉瀬川検定を新たにスタートすることができ、貴重なコン

テンツを蓄積することができました。これらを利用して嘉瀬川とその河口部に広がる有
明海に関する啓発活動を続けていきます。今回のご支援を心から感謝いたします。 

 



 

  成富兵庫茂安人物編
問題
番号

質問と答え

成富兵庫茂安が生まれた1560年（元亀3年）に起こった有名な戦は次のどれでしょう
１　山崎の戦い　　　２　桶狭間の戦い　　　　３　関ヶ原の戦い
答
成富兵庫茂安が11歳で斥候（戦況報告）の役を立派に務め，龍造寺隆信に召し抱えられるきっかけとなった
とされる今山の合戦はどこの軍との戦だったでしょう
１　大友宗麟軍　　２　島津義久軍　３　大内義隆軍
答
大友軍6万，竜造寺軍5千で臨んだ今山の合戦で龍造寺軍を勝利に導いた作戦は次のどれでしょう
１　龍造寺隆信の義理の弟，鍋島直茂軍が大友軍の本陣今山に夜襲を仕掛けた
２　大友軍の本陣に鬼の面（浮立面）をかぶって突入した
３　大友軍の背後を同盟を結んでいた山口の毛利軍に突かせた。
答
6万の大友軍に包囲された状況を打開するため夜襲を仕掛けようという鍋島直茂の提案は，軍議でもめて紛
糾します。最終的に夜襲を実行に移させたのは何か。
１　敵陣に潜り込んだ成富兵庫茂安の報告が採用された
２　龍造寺隆信が皆の議論を聞いて自ら決断した。
３　龍造寺隆信の実母で，鍋島直茂の義母の慶誾尼（けいぎんに）が夜襲を強力に支持した。
答
茂安が18歳の時，親族一同が集まって父信種（のぶたね）に茂安を殺すように進言します。その理由は次の
どれでしょう
１　博打に熱中し，籾蔵（もみぐら）二つを失ったため
２　戦闘中，敵の前から逃げ出す，卑怯な振る舞いがあったため
３　他人の妻女を好きになり，もめ事を起こしたため
答　１
成富兵庫茂安は幼名を新九郎信安といい，長じて龍造寺隆信から十右衛門の名前が与えられます。この名
前の由来は次のどれでしょう。
１　家来を10人もつ侍大将になったから
２　ひと月に10回も戦で手柄を立てたから
３　龍造寺隆信の若い時の名前の一部をもらった
答
成富兵庫茂安を1万石で雇いたいと申し出た武将は誰でしょう
１　豊臣秀吉
２　黒田如水（官兵衛）
３　加藤清正
答
成富兵庫茂安が福岡藩主となる黒田如水（官兵衛）の信頼を得ることになった出来事として有名なのは次の
どれでしょう
１　黒田如水が豊臣秀吉の名代の役を果たした帰り道、隣国の多くの武将が平服で出迎えたとき、一人だけ
完全武装で出迎えた
２　黒田如水が豊臣秀吉の名代の役を果たした帰り道、堅く握った握り飯を提供した
３　一揆鎮圧で苦難に陥っていた黒田如水軍の危難を救った。
答
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図−１ 作成した問題の一部（成富兵庫茂安人物編） 図−２ 嘉瀬川検定＋有明海検定広報チラシ

図−3 嘉瀬川検定＋有明海検定受付 

図−4 真剣に解答に取り組む受験生


